




















































学専攻の卒業生は，主に教員として就職していったり. 1944年に，最初]のPh.Dの学{立が， Taylor 
教授の指導の下 l字国人の学生に与えられた. トロント大学地理学科の設立から 2年後の1938年には，
オンタ 1) オ州ロンドンにあるウエスタン・オンタ 1) オ大学の地質学科で，合衆国から招lf~与されたE
G. Plevaにより地理学の講義が始まった 0949年に地理学科として独立). 1942年には，オンタ 1)オ









設された. 1949年になると， ウエスタン・オンタ 1)オ大学では従来の地質学科から独立し，地理学科
は単独学科に昇格した. 1947 -49年の時期には， トロント大学の地理学科は， 1， 000人の登録学生を
有するほど人気があった.それに相応して地理学教官の数も増え，学科の規模も大きくなっていっ

















教育が行われている大学は3大学(ラバル大学，モントリオール大学， シェブロ y ク大学)である.
第1表地理学科のあるカナダの大学1)
大 二子 名2) l地理学科l大学説 教宮妻子) 学生登録人数
設立年 修士 博士 学部 修士
ア ノレ ノt 一 タ 大 弓hふ乙1， 1957 。。 24 62 28 
フ フ ン ド ン 大 弓み斗Z二. 1962 8 30 
ブリティ y シュ・コロンピア大学 1922 。。 25 174 25 
フ ロ y ク 大 弓二 1964 9 100 
カ jレ ガ 大 学 1961 。。 16 153 25 
カ Jv ト ン 大 学 1949 。。 23 199 13 
コ ン コ Jv ア ア 大 学 1959 9 240 
ゲ jレ フ 大 A一子以， 1966 。。 17 130 16 
フ ノt ノレ 大 Aづ斗l二， 1948 。。 26 189 54 
て7 一 ト ノt 大 学 1951 。。 17 150 13 
て才 ギ ノレ 大 学 1945 。。 15 113 21 
て7 ‘y ク マ ス タ 大学 1942 。。 18 225 17 
ニューファンドランド・メモリアル大学 1960 。 2 260 5 
モ ン ト オ ル大学 1947 。。 15 176 38 
オ タ ワ 大 A寸U二，ー 1951 。。 18 163 1 
ク ウ イ ン ス 大 λ守以二， 1960 。。 20 268 29 
、ノ ヤ イ ナ 大 学 1966 。。 8 75 14 
ライアソン・ポリテクニカノレ研究所 1974 13 190 
サ ス カ チ 二L ワ ン 大学 1960 。。 15 90 17 
、/ コニ フ ロ "J ク 大 学 1963 。 17 151 13 
サイモン・ フレーザ大学 1965 。。 21 247 20 
ト ロ ン ト 大 ，寸u二fー， 1935 。。 38 356 65 
ト レ ン ト 大 学 1968 。 1 190 5 
ビ ク ア 大 主弓注ι二 1949 。。 13 160 28 
ウ オ タ jレ 大 学 1962 。。 29 125 8 
ウエスタン・オンタリオ大学 1938 。。 20 160 17 
ウィルフ 1) ッド・ロウ 1) エ大学 1960 。 15 295 28 
ウ イ ン ザ 大 学 1965 。 15 170 7 
ウ イ 一 ぺ グ 大 学 1964 15 222 
ヨ ク 大 学 1962 。。 32 603 19 
資料:AAG (989) : Guide to Departments of Geography in the United States and Canada， 
1989 -1990. 


























地理学教宮の人数は， トロント大学が最大で， 1989 -90年度で教授は名，準教授21名，助教授3名
を擁する.ついで， ヨーク大学 (32名)， ウォータル一大学 (29名)， ブ')ティ yシュ・コロンビア大
学 (25名)の般にスタ yフ数が多い.次に学生登録人数をみると，学部レベルでは， ヨーク大学 (60
3人)， トロント大学 (356人)，修士レベルでは， トロント大学 (65人)， ラバル大学 (54人)，そして















ント大学， ウエスタン・オンタ')オ大学，マ y クマスター大学， ブリティッシュ・コロンビア大学を




















合計合衆国 ラリア ーランド の国
1969年以前に取得 3 2 1 171 
1970年以後に}f'!(得 178 I 85 I 48 I 13 I 3 4 333 
1I二L1 213 I 143 I 98 I 21 I 7 4 3 15 504 j) 
資料:AAG (989) : Guide to Departments of Geography in the United States and Canada， 1989 
-1990， 













みに， 1968年に設立されたトレント大学では， 1名の専任教宮のうち， 70年以前に学位を取得した教
官は2名にすぎず，残りの9名は70年以降に学位を取得した若い教官である.また外国で学位を取得
した教宮は3名だけで， 8名はカナダ国内で学位を得ている.カナダで一番新しく設立されたライア









ナダにおいては， トロント大学が最高位にランクされ， 40人がこの大学で博士号を取得している.40 
人のうち34人は， 1970年以後に博士号を得た若い世代の教宮である.ついでお人のマギル大学が続く
166 
が， このうち13人は， 1969年以前に博士号を得た高年齢の教官で・ある. したがって， 1969年以前にお




ある大学である.なお，ケベ y ク州のフランス語i習の大学では， ラパル大学出身の教宮が多い.
第3表 カナダの大学に在職する地理学教官の博士号取得大学
(単位人)
カ ナ ダ アメ 1)カ合衆圏 イ ギ ス
トロント大学 40 シカゴ大学 13 ロンドン大学 26 
マギル大学 33 ウィスコンシン大学 12 エジンバラ大学 10 
マックマスター大学 28 ワシントン大学 1 ブリストル大学 7 
ウエスタン・オンタリオ大学 2 クラーク大学 1 ケンブリッジ大学 ? 
ブ1)テイツ‘ンュ・コロンビアブ寺 16 コロラド大学 7 リパプール大学 5 
ウォータル一大学 14 ミネソタ大学 7 
アルパータ大学 14 ミシガン州立大学 7 
ラバル大学 12 アイオア大学
オタワ大学 6 カ1)フォルニア大浮(パークレー) 6 
モントリオール大学 5 カリフドレニア大津(ロサンゼルス) 5 
ペンシルバニア州立大学 5 
オハイオ州立大学 5 







リードし，現在でも活躍を続けているこれら 4教授 CBourne，Burton， Simmons， Whitney) は，
カナダ地理学界の発展に多大な貢献をなしてきた.なお， 1970年以降の博士号取得教宮に限定すると，













































オンタリオ州 722 51.06 
ケベック州 147 10. 40 
ブ1)ティッシュ・コロンどア州 144 10. 18 
アルパータ州 105 7. 43 
アメリカ合衆国 90 6. 36 
マニトパ州 51 3. 61 
サスカチュワン州 49 3. 40 
ニューファンドランド州 29 2. 05 
ノノて・スコシア州 26 1. 84 
ニュー・ブロンズウィック州 12 O. 85 
イギリス 1 0.77 
ヨー ロッノマ 8 O. 57 
オーストラ 1)ア 5 O. 35 
アジア 5 0.35 
ノースウエスト準州 O. 28 
南アメ 1)カ 3 0.21 
アフリカ 2 O. 14 
ユーコン準州 O. 07 
メと〉コ、 5十 1， 414 100% 
資料:CAGCl988) : Canadian Association of Geographers 




大 A弓えl二， 教 民 503 (451) 34. 1 
カ レッ ジ教員 24 ( 13) 1.6 
小等・中等学校教員 30 ( 2) 2.0 
連邦政府職員 83 ( 57) 5.6 
州、i政 府 職 民仁コ 59 ( 35) 4.0 
市・地域レベル職員 27 ( 17) 1.8 
ビジネス・産業従事者 110 ( 71) 7.5 
Aうi二d与 生 403 (238) 27.4 
退 職 者 50 ( 4) 3.4 
そ の 他 184 (29) 12. 5 
よEL3 言十 1473 (077) 100% 
資料:MacKenzie， S.(989) : The status of women in 
Canadian Geography， The Operαtionαl 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































特定の領域に力をいれ，特色を出している. ブリティ yシュ・コロンビア大学の場合は， Iヨ然地理学，








Canadian Geographer(年 4回， 1951年創刊J)である.その他，定期刊行物としては， The Opera tional 
Geographer(年 4回， 1983年創刊)， The Ontario Geography(年 3[i~l ， 1967年創刊J)， The Albertan 
Geogra pher (年 l回， 1964年創刊)， Western Geographical Series (年 1回， 1970年創刊J)， Cahiers 
de Geographie de Quebec (年 3回， 1956年創刊)， Geographie Physique et Quaternaire (年3
1ヨ， 1937年告l]flJ.ただし1976年まではRevuede Geographie de Montrealと呼称)などがある.最後
の2雑誌は，それぞれケベ y ク州のうバル大学とモントリオール大学に事務局があり， ほとんどの論
文はフランス語で書かれている. これらの他に，地理学研究者が多く投稿している雑誌にCanadian
J ournal of Regional Science (年3回， 1978年創刊J)がある.
一方，不定期の地理学雑誌は，第8表のように各大学地理学科からさまざまな形で出されている.
以上のように，多くの地理学雑誌がカナダで発行されているが， これらの研究雑誌にはどのような
特色があるだろうか.第 9表は， The Canadian Geographer誌の掲載論文を 6つの専門分野に分
けて，その論文本数を1970年から例年まで年代)1慌に示したものである 18) 自然地理学の論文は， ほ
とんとが地形学か気候学の分野に!浪られ，植生地理学や水文学の論文は少ない.自然地理学の論文の
60%は， 1970-76年の間に出されたものであり，自然地理学の論文数は減少傾向が認められる. これ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Rural Geography Series 
ギル大学 ClimatologicalBulletin 
Clima tological Research Series 
Publications in Tropical Geography 
マ y クマスター大学 DiscussionPapers 
マニトバ大学 ManitobaGeographical Studies 
モントリオール大学 Noteet Documents 
ニューファンドランド・メモ 1)アル大学 Research Notes 
オ
フ
タ ワ大学 OccasionalPaper 
Research Notes 























ゾ ヤ イ ナ 大 ム弓込ι二 Regina Geographical Studies I 1977 
サイモン・フレーザ、大学 Discussion Papers 1978 
ト ロ ン ト 大 Aづムι1. Discussion Paper Series 1969 
Research PU blication I 1968 
レ ン ト 大 λヲムi二， Occasional Papers I 1972 
ビ ク ア 大 ム弓込Z二， Occasional Paper in Geography I ? 
ウ オ ータル一大学 Department of Geography Publication 1971 
Series 
Occasional Papers 1971 
ウエスタン・オンタ 1)オ大学 I Geographical Papers 1964 
ウィルフリッド・ロウリエ大学 I Bibliography and Review of Geography 1974 
ヨ ク
Department Discussion Papers， Occasional 
Papers and Monographs， Special 
Publication 1978 

























第9表 The Canadian Geographer誌にみられるカナダに
関する研究論文の分類(1970一例年)
i也出学方法論 自然:地理学 都市地理学 歴史地理学 地図学
7 8 3 。
3 6 3 。
3 7 2 。
5 5 3 2 
5 2 2 
6 3 。
6 2 
5 2 6 2 。
2 9 2 
3 5 6 2 。
6 。
2 5 3 。
5 3 2 。
3 8 
5 5 2 















出典:Robinson， J.L. (1986): Trends in geography in Canada as illustrated by articles 






誌に掲載された1.Burtonの計量革命に関する論文Quantitativerevolution and theoretical 
geography C 7巻4号， 151 -162)は，当時の世界の地理学者に大きな反響を呼んだ. しかし 5年




CGeographical Analysis， Environment & Planning)に投稿されるようになったことなどが原
国としてあげられる.
第10表は， The Canadian Geographer誌の掲載論文における著者の所属大学のランキングを示し
たものである.一般に，博士課程をもっ規模の大きな大学が上位レベルを形成するが， トロント大学や
















第10表 The Canadian Geog-rapher誌掲載論文の著者の所属
大学ランキング 0980-89年)
ヨ ク 大 ~~~: 1 
、ーァ ギ jレ 大 ~;→ ， 10 
マックマスター大学 10 
ウ オ タ ル一大学 10 
ア ノレ ノ、4 タ 大 "‘}ミJ乙. 8 
ブリティッシュ・コロンビアー大学 8 
オ タ ワ 大 戸ゴ主iー' 7 
サイモン・フレーサ‘大学 7 
ロ ン ト 大 ど+ 7 
U:l典 Wheeler，J. O. (1990) : Publications in leading-North 
American geography journals by Ph. D. -g-ranLing 
departments，1980 1989， The Operational Geogrα'Pher， 
8 -2， 2 -5. 
い.一方，大学教官でない地理学研究者による執筆は0.3%と最も低い.外国人地理学者による執筆




博士課程を 博士課程をもた 非地理学者 外国人 非研究者 メI二L1 もっ地理学科 ない地理学科 地理学者
The Canadian Geographer 65.8(%) 18.9(%) 0.9(%) 4.9(%) 9.5(%) 100(%) 
Annals of the Association 62. 8 15.7 7. 2 8.0 6.3 100 
of American Geographers 
Economic Geography 49. 7 21. 6 10.3 13.7 4.7 100 
Geographical Analysis 25. 3 3.3 45.0 2. 5 3. 9 100 
The Geographical Review 43. 9 29. 7 8. 9 10.5 7.0 100 
Journal of Geography 36. 8 39. 1 6. 0 10. 9 7.2 100 
Physical Geography 60. 5 15.9 9. 3 6.3 8.0 100 
The Professional Geographer 50. 5 30. 8 1.9 14. 1 2.7 100 
Urban Geography 60. 0 9.3 10.6 15.4 4. 7 100 


























て，地理学専攻学生数の社会科学全体に対するシェアは， 4.7% (1980-81年度)， 4.1% (1985-86 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































呈占E丞K 録 人 数 (%) ヌ主主 録 人 数
1979-80 29， 728 4， 730， 673 
1980-81 283， 507 -5.41 4，579，032 
1981-82 264， 876 -6.66 4， 398， 681 
1982-83 253， 232 -4.40 4， 38， 308 
1983-84 249， 18 -1. 60 4， 305， 409 
出典:Fincher， R. (1985): Improving geography' s public and educational 









理学のほぼ全領域をカバーする.第14表に示される100番台の入門コースは l年生向けであり， 10'"'"' 
300人の学生が聴講する. 2年になると各科目の専門性が高まり，受講者も50'"100人と小人数になる.
地理学は， B.A.とB.Sc. の学士を授与する.卒業には，次の 5つのプログラムの中から 1つを選
択し所定の単位数を取らなければならない. 1)環境・資源管理 CB.A.)， 2)地理学 CB.A.)， 
3 )歴史・文化地理学 CB.A.)， 4)自然、地理学 CB.Sc.)， 5)都市・経済地理学 CB.A.). 卒業
するためには，通年コースに換算して17科目の単位を取得しなければならない.
第15表は大学院レベ、ルで提供されているコースを示す. 1988-89年度において，修士課程65名，博















GGH 100 Y 1'-然、地IJ!学入門







































































































































































































































資料:Dept. of Geography， Univ. of TOl、onto(1989) : Undergraduate 
Handbook: Your Guide to Geography Courses and Program-
瓜 esat the University of Toronto. 29p. 
注 1)GGRは地理学科独自のコース，JGIは他学科との共通コース.






























1400 H I 環境地理学における現代の研究アプローチ法
1402 3 土地管理
1411 F， Y I 自然災害研究演習
1412 3 エネルギー・天然資源政策論
JPG 1413F I 環境アセスメントの諸手法
1417 3 乾燥・半乾燥地域における環境管理
1418 3 都市化地域の農村集落と土地利用

































1803 S リク 1)エーション地理学
地理分析の諸技法
1901 H I 分析手法入門
1902 F I 地理学における行列モデル
1903 S I 地理学における多変量解析
1906 F I 地理的データ処理
1907 H 地理的情報処理
JPG 1909F I 社会調査方法論
1911 F リモート・センシング
1913 S I コンビュータ地図学
JPG1914S I 空間情報システム
資料:Dept. of Geography， Univ. of Toronto (1989) : Graduate 
Studies in Geography， 32 p. 
注 : 2000番台は博士課程用コース， J PGは他学科との共通コース，
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Geography of Canada 
Yuji MURAY AMA 
This paper attempted to report the present situation of Canadian geography with special 
reference to its history， staffs， research fie1d， department management， graduate and 
undergraduate education， periodicals， associations and research activities. 
Canadian geography had been great1y influnced by American and British geography 
through the introduction of their ways of educating and studying， and the emp10yment of 
prominent professors in the 1950s and 1960s. But in the 1980s， the geography of Canada 
has attained to the mature stage， and has p1ayed an important ro1e especially in the policy-
oriented fie1d including GIS， environmenta1 science and urban planning. 
